
月

日
か
ら

日
ま
で
の

日
間
、

11

13

16

4

三
八
社
会
保
障
推
進
協
議
会
（
三
八
社
保

協
）
は
三
八
地
区
の
７
自
治
体
を
訪
問
、

国
保
、
介
護
、
医
療
、
生
活
保
護
、
健
診

並
び
に
子
ど
も
の
貧
困
に
か
か
わ
る
懇
談

を
行
い
ま
し
た
。
懇
談
は
、
事
前
に
県
社

保
協
か
ら
送
ら
れ
た
「
２
０
１
７
要
求
事

項
」
に
つ
い
て
の
回
答
を
聞
き
な
が
ら
の

や
り
取
り
と
な
り
ま
し
た
。

日
の
八
戸
市
と
の
懇
談
に
は
、
八
戸

16
医
療
生
協
や
新
婦
人
、
生
健
会
、
地
労
連
、

年
金
者
組
合
、
八
戸
民
商
等
か
ら

人
が

29

参
加
。
日
本
共
産
党
の
田
端
文
明
市
議
、

苫
米
地
あ
つ
子
市
議
も
同
席
し
ま
し
た
。

財
政
運
営
の
責
任
主
体
が
県
に
な
る
来

年
度
の
国
保
税
に
つ
い
て
担
当
者
は
、
詰

め
て
は
い
な
い
が
、
個
人
の
判
断
と
し
て

少
し
上
が
る
か
も
知
れ
な
い
と
思
う
と
発

言
し
ま
し
た
。
子
ど
も
医
療
費
助
成
に
つ

い
て
、
中
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無
料

化
は
市
長
の
公
約
で
あ
り
、
ま
だ
確
定
は

し
て
い
な
い
が
実
現
が
期
待
で
き
る
と
回

答
し
ま
し
た
。
通
院
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま

で
就
学
前
ま
で
の
無
料
化
だ
っ
た
の
で
大

き
な
前
進
と
言
え
ま
す
（
入
院
に
つ
い
て

は
高
卒
年
齢
ま
で
無
料
）。
生
活
保
護
に
つ

い
て
は
、
資
産
申
告
に
関
わ
る
や
り
取
り

が
あ
り
ま
し
た
。
後
期
高
齢
者
の
健
診
に

つ
い
て
、「
他
の
町
村
は
国
保
の
特
定
健
診

と
同
様
の
項
目
で
行
っ
て
い
る
の
に
八
戸

市
で
は
ど
う
し
て
出
来
な
い
の
か
」
と
の

発
言
が
参
加
者
か
ら
あ
り
、
市
側
は
、
要

望
は
他
か
ら
も
聞
い
て
い
る
、
そ
の
た
め

の
費
用
は
大
き
な
金
額
で
は
な
い
が
増
や

す
こ
と
に
つ
い
て
検
討
は
し
て
い
な
い
と

述
べ
ま
し
た(

関
連
裏
面)

。
最
後
に
子
ど

も
の
貧
困
問
題
に
関
わ
り
、
就
学
援
助
制

度
の
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
・
通
学
用

品
費
の
支
給
を
で
き
る
だ
け
早
め
て
、
入

学
に
間
に
合
う
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
の

参
加
者
の
要
望
に
対
し
て
、
来
年
度
の
新

中
学
生
に
つ
い
て
は
今
年
度(

末)

の
給
付

が
実
現
し
そ
う
で
、
小
学
生
に
つ
い
て
も

支
給
時
期
を
早
め
る
事
を
め
ざ
す
と
の
前

進
的
な
回
答
が
あ
り
ま
し
た(

裏
面
参
照)

。

日
の
三
戸
町
と
の
懇
談
で
は
、
中
学

16
生
ま
で
医
療
費
無
料
だ
っ
た
の
を
今
年
４

月
か
ら
高
校
の
入
院
ま
で
拡
大
し
、
三
八

管
内
で
は
最
も
先
進
的
に
な
っ
た
こ
と
が

回
答
さ
れ
ま
し
た
。
他
の
町
村
に
つ
い
て

は
ほ
と
ん
ど
変
更
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

高
橋
千
鶴
子
衆
院
議
員

八
戸
病
院
を
視
察

９
月

日
、
高
橋
千
鶴
子
衆
議
院
議
員

26

が
「
医
師
確
保
問
題
・
療
養
介
護
事
業
問

題
」
に
つ
い
て
八
戸
病
院
視
察
を
行
い
ま

し
た
。

高
橋
議
員
か
ら
医
師
・
看
護
師
確
保
問

題
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
施

設
当
局
か
ら
、「
医
師
確
保
」
は
、
２
０
１

７
年
４
月
か
ら
の
「
標
欠
」（
配
置
基
準
を

下
回
る
状
態
）
は
、
９
月
か
ら
国
立
病
院

機
構
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
充
足

率

％
か
ら

％
に
改
善
し
た
。
看
護
師

55

70

は
、「
７
対
１
看
護
基
準
」
を
と
っ
て
お
り
、

充
足
さ
れ
て
い
る
。
な
お
増
員
も
機
構
本

部
に
申
請
し
て
い
る
。
「
療
養
介
護
事
業
」

は
、
現
在
、
常
勤
の
療
養
介
助
員
は
ゼ
ロ

の
状
態
だ
が
、
機
構
本
部
へ
療
養
介
助
員

の
増
員
を
要
求
し
、
常
勤
化
を
計
画
し
て

い
る
。
ま
た
、
年
休
取
得
に
つ
い
て
は
、

２
０
１
７
年

月

日
に
団
体
交
渉
を
開

3

28

催
し
、
改
善
に
努
力
し
て
い
る
。
有
休
取

得
率
は
平
均

日
で
あ
り
、
夏
期
休
暇
の

14

連
続

日
間
の
連
休
を
受
け
入
れ
た
な
ど

10

の
報
告
が
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

病
院
視
察
後
、
全
医
労
八
戸
支
部
組
合

事
務
所
内
に
て
、
７
名
の
視
察
団
と
支
部

役
員
・
組
合
員
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
懇
談
会
に
参
加
し
た
支
部
役
員
・

組
合
員
か
ら
、
安
全
・
安
心
の
医
療
・
看

護
の
提
供
の
た
め
に
、
自
分
た
ち
で
現
状

の
再
確
認
・
点
検
を
お
こ
な
う
必
要
性
や
、

医
師
の
確
保
に
よ
り
、
一
人
の
医
師
の
判

断
だ
け
で
は
な
く
複
数
の
医
師
で
の
治
療

方
針
の
決
定
や
チ
ー
ム
医
療
の
大
切
さ
が

挙
げ
ら
れ
、「
療
養
介
護
事
業
」
に
つ
い
て

は
、
人
材
確
保
の
面
か
ら
も
療
養
介
助
員

の
常
勤
化
の
必
要
性
が
あ
る
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
全
医
労
八
戸
支
部
は

引
き
続
き
、
職
場
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
等

を
踏
ま
え
、
団
体
交
渉
に
よ
り
職
場
環
境

の
改
善
を
求
め
て
い
く
構
え
で
す
。

全
医
労
八
戸
支
部
・
森
越
美
智
子

【
当
面
の
日
程
】

月

日

消
費
税
街
宣

:

三
春
屋
前

11

28

13
30

労
働
法
制

:

三
春
屋
前

14
30

月

日

自
治
体
要
望
書
検
討
会

:

11

30

18
30

教
組
事
務
所

月
２
日

県
労
連
幹
事
会

:

県
労
連

12

10
00

県
労
連
評
議
員
会

月
５
日

地
労
連
幹
事
会
⑤

:

教
組

12

18
30

月
９
日

６
・
９
行
動

:

コ
ー
プ
あ

12

13
00

お
も
り
る
い
け
店

月

日

築
こ
う
い
の
ち
の
と
り
で
裁

12

16判
決
起
集
会

:

青
森
文
化
会
館

14
00

月

日

戦
争
法
廃
止
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

12

19グ

:

三
日
町
交
差
点
周
辺

13
30

月

日

う
た
ご
え
喫
茶

は
っ
ち

12

24

in

１
月
５
日

県
労
連
旗
び
ら
き
、

:18
00

１
月
９
日

地
労
連
幹
事
会
⑥

:

教
組

18
30

１
月

日

地
労
連
旗
び
ら
き

:

友
の

12

18
30

会
福
祉
会
館

※
毎
週
金
曜

:

か
ら
金
曜
行
動(

有
無

17
15

は
デ
ー
リ
ー
東
北
き
ょ
う
の
メ
モ)

三八地方労働組合総連合

(三八地労連)● 2017 年
11 月 22 日発行・157 号
●八戸市柏崎１-10-34
5 0178-47-8886

安倍9条改憲NO！安倍｢働き改革｣反対！

八
戸
で
前
進(

期
待)

︱
子
ど
も
医
療
費
が
中
学
ま
で
無
料
化
へ

八戸市との懇談で発言する中道議長

組合事務所で懇談－撮影者のミスで写真角切れ

2018三八地労連旗びらき
日時 2018年1月12日(金)18:30
会場 友の会福祉会館(旧三八教育会館)
会費 2,000円
申込 1月9日(火)までに事務局へ

(電話・Fax 0178-47-8886)



月

日
は
っ
ち
広
場

11

13

で
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名

を
す
す
め
る
青
森
県
連
絡
会

主
催
・
八
戸
原
水
爆
禁
止
の

会
等
の
共
催
で
、
ヒ
バ
ク
シ

ャ
国
際
署
名
学
習
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
日
本

被
団
協
事
務
局
次
長
の
藤
森

俊
希
さ
ん
で
、
お
よ
そ

人
60

が
参
加
し
ま
し
た
。

藤
森
氏
は
、
ご
家
族
８
人

の
被
曝
と
ヒ
ロ
シ
マ
の
街
の

悲
惨
な
様
子
を
語
り
、
核
兵

器
廃
絶
を
と
口
調
を
強
め
ま
し
た
。
核
兵

器
を
巡
る
世
界
の
動
き
を
た
ど
り
、｢

核
兵

器
の
時
代
に
終
止
符
を｣

と
訴
え
た
赤
十
字

国
際
委
員
会
総
裁
の
声
明
を
契
機
に
、
核

兵
器
の
非
人
道
性
に
焦
点
を
当
て
た
国
際

会
議
の
潮
流
が
生
ま
れ
、｢

核
兵
器
不
使
用

こ
そ
人
類
の
利
益｣

「
核
兵
器
の
不
使
用
を

保
障
で
き
る
の
は
廃
絶
以
外
に
あ
り
得
な

い
」
と
結
論
。
そ
う
し
た
流
れ
を
受
け
て

日
本
被
団
協
は
、
二
度
と
ヒ
バ
ク
シ
ャ
を

つ
く
ら
せ
な
い
と
の
思
い
を
込
め
、
昨
年

月
に
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
を
呼
び
か

4け
た
。
そ
の
時
に
は
こ
ん
な
に
早
く
と
は

思
っ
て
い
な
か
っ
た
が
今
年

月
に
国
連

7

で
採
択
さ
れ
た
、
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ご
自
身
が
会
議
で
、
「
『
ふ
た
た

び
被
爆
者
を
つ
く
る
な
』
と
の
被
爆
者
の

訴
え
が
条
約
に
書
き
込
ま
れ
、
世
界
が
核

兵
器
廃
絶
へ
力
強
く
前
進
す
る
こ
と
を
希

望
し
ま
す
。
法
的
拘
束
力
の
あ
る
条
約
を

成
立
さ
せ
、
発
効
さ
せ
る
た
め
に
と
も
に

力
を
尽
く
し
ま
し
ょ
う｣

と
発
言
し
た
こ
と

を
報
告
し
ま
し
た
。

県
連
絡
会
の
集
約
に
よ
る
と
県
内
の
ヒ

バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
の
数
は

月
で
８
万

11

筆
を
超
え
、
年
内
の
目
標

万
筆
に
近
づ

10

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
八
戸
原
水
爆
禁
止

の
会
は

月
か
ら
３
月
ま
で
の
６
・
９
行

12

動(

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名)

を
コ
ー
プ
あ

教
科
書
ネ
ッ
ト
会
報
を
読
ん
で
、
三
戸

郡
で
、
来
年
か
ら
使
用
さ
れ
る
小
学
校
道

徳
教
科
書
と
し
て
、
問
題
の
あ
る｢

教
育
出

版｣

を
選
定
し
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
現

職
の
方
に
確
認
し
た
ら
、
そ
れ
は
事
実
の

よ
う
で
、
彼
も
最
近
知
っ
た
そ
う
で
す
。

不
意
打
ち
の
よ
う
な
感
じ
で
す
が
、｢

教
育

出
版｣

教
科
書
の
問
題
を
我
が
こ
と
と
し
て

と
ら
え
て
い
な
か
っ
た
と
反
省
し
ま
す
。

俵
義
文
・
子
ど
も
と
教
科
書
全
国
ネ
ッ

ト

事
務
局
長
は
こ
の
教
科
書
に
つ
い
て

21
①
２
年
生
で
扱
っ
て
い
る
「
国
旗
・
国
歌
」

が
他
社
と
比
べ
て
も
異
常
に
大
き
く
偏

っ
た
取
り
上
げ
方
を
し
て
い
ま
す
。「
君

お
も
り
る
い
け
店
店
頭
で
行
う
予
定
で
す
。

地
労
連
秋
の
レ
ク

月

日
、
地
労
連
秋
の
レ
ク
が
行
わ

10

22

れ

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
朝
か
ら
小
雨

10
の
降
る
肌
寒
い
天
気
で
し
た
が
、
ま
つ
り

ん
ぐ
広
場
で
合
流
、
洋
野
町
の
お
お
の
キ

ャ
ン
パ
ス
に
向
か
い
ま
し
た
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
年
に
一
度
の
プ
レ
イ

で
悪
戦
苦
闘
か
と
思
い
き
や
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
が
二
人
、
他
の
方
々
も
好
成
績
で
し

た
。
そ
の
後
の
昼
食
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
。

炭
火
で
焼
か
れ
た
肉
、
野
菜
、
焼
き
そ
ば

を
平
ら
げ
な
が
ら
楽
し
く
交
流
し
ま
し
た
。

中
道
議
長
は
、
地
労
連
レ
ク
を
一
大
行
事

と
し
て
、
も
っ
と
多
く
の
仲
間
に
参
加
を

呼
び
か
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。
最
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
産
直

や
温
泉
、
お
土
産
な
ど
に
足
を
運
び
、
散

会
し
ま
し
た
。

(

山
田
優
一)

が
代
」
の
歌
詞
の
説
明
が
虚
偽
で
あ
り
、

斉
唱
時
の
起
立
・
礼
の
行
動
ま
で
写
真

入
り
で
指
示
し
て
い
ま
す
。

②
５
年
生
の
教
材
「
下
町
ボ
ブ
ス
レ
ー
」

で
安
倍
首
相
の
写
真
を
あ
え
て
載
せ
、

５
年
生
の
「
一
人
は
み
ん
な
の
た
め
に

」
で
東
大
阪
市
の
野
田
市
長
の
写
真

も
載
せ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
掲
載
す

る
必
然
性
の
な
い
写
真
で
す
。
現
役
政

治
家
の
教
科
書
掲
載
は
、
教
育
の
政
治

的
中
立
を
侵
す
重
大
な
問
題
で
す
。

④
「
正
し
い
あ
い
さ
つ
の
し
か
た
」
を
小

学
校
１
年
、
２
年
と
続
け
て
指
示
し
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
を
型
に
は
め
る

規
制
・
強
制
が
至
る
所
に
強
く
出
て
い

ま
す
。

等
と
指
摘
し
、
こ
の
教
科
書
は
、｢

日
本
国

憲
法
を
敵
視
し
、
日
本
の
過
去
の
戦
争
を

正
当
化
す
る｢

戦
争
肯
定｣

の
、
新
し
い
歴

史
教
科
書
を
つ
く
る
会
系
の
教
科
書
と
同

じ
よ
う
な
も
の
だ
と
指
摘
し
、
採
択
に
反

対
す
る
世
論
拡
大
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

(

新
岡
武
信)

２
０
１
７
年
金
一
揆

月

日
、
２
０
１
７
年
金
一
揆
が
小

10

17

中
野
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、

人
が
参
加

50

し
ま
し
た
。
橋
場
丈
俊
弁
護
士
が
「
年
金

裁
判
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
」
の
テ
ー

マ
で
講
演
と
質
疑
を
行
い
、
そ
の
後
、
八

戸
生
健
会
・
神
田
洋
一
さ
ん
、
八
戸
医
療

生
協
・
宮
沢
守
さ
ん
、
三
八
地
労
連
・
中

屋
敷
泰
一
さ
ん
、
新
婦
人
八
戸
支
部
・
一

山
恭
さ
ん
が
リ
レ
ー
ト
ー
ク
を
行
い
ま
し

た
。
最
初
と
最
後
は
、
元
気
な
う
た
ご
え

を
響
か
せ
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
の
健
診

社
保
協
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
後
期
高
齢
者
の

健
診
に
つ
い
て
聞
い
た
。
五
戸
で
は
、
国

保
の
特
定
健
診
と
後
期
高
齢
者
の
健
康
診

査
の
項
目
は
ほ
ぼ
同
じ(

腹
囲
が
な
い
だ

け)

。
人
間
ド
ッ
ク
は
行
っ
て
い
な
い
が
、

オ
プ
シ
ョ
ン
を
全
部
付
け
れ
ば
ほ
ぼ
同
じ

(

腹
部
エ
コ
ー
が
な
い)

。
田
子
町
の
場
合

は
、
後
期
高
齢
者
は
希
望
に
よ
り
特
定
健

診
を
受
け
ら
れ
ま
す
、
と
な
っ
て
い
た
。

他
の
町
村
も
同
様
。

八
戸
で
は
後
期
高
齢
者
の
健
診
項
目
が

少
な
く(

広
域
連
合
の
項
目
で
実
施
し
て
い

る)

、
年
金
者
組
合
・
地
労
連
と
し
て
充
実

(

国
保
と
同
じ
項
目
に)

す
る
よ
う
求
め
て

き
た
が
、
な
か
な
か
前
進
し
て
い
な
い
。

新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
・
通
学
用
品
費

経
済
的
な
理
由
で
小
・
中
学
校
の
就
学

費
用
の
支
払
い
が
困
難
な
家
庭
に
対
し
て

給
食
費
や
学
用
品
費
な
ど
の
一
部
を
援
助

す
る
就
学
援
助
制
度
の
一
つ
で
す
。
文
字

通
り
、
小
学
校
入
学
と
中
学
校
入
学
に
際

し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
６
月

頃
の
支
給
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
お
金

が
必
要
な
入
学
前
の
時
期
の
支
給
を
求
め

る
保
護
者
や
教
職
員
の
声
が
教
職
員
組
合

に
も
届
い
て
い
ま
す
。
全
国
各
地
で
は
こ

の
要
望
に
こ
た
え
て
支
給
の
時
期
が
早
め

ら
れ
い
ま
す
。
就
学
援
助
の
申
請
用
紙
は

各
学
校
に
あ
り
、
提
出
先
も
子
ど
も
が
通

う
学
校
で
す
。

な
お
、
私
立
小

・
中
学
校
に
在

籍
し
て
い
る
場

合
は
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

藤森俊希被団協事務局次長がはっち広場で講演

核兵器の時代に終止符を
ヒバクシャ国際署名学習会に 60 人

三
戸
郡
・
小
学
校
道
徳
で

問
題
の
多
い
教
科
書(

教
育
出
版)
を
採
択

お
お
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
焼
肉


